
 

 

 

 

 

 

「はえるん か・ボッチャグランプリ」2年ぶりの優勝！ 
 

  南風原町と南風原町社会福祉協議会の

主催するスポーツ大会「か・ボッチャグランプ

リ」が１２月にあり、沖福連の運営する就労

支援事業所「てるしのワークセンター」が２年

ぶりに優勝チームへと返り咲きました！ 

  「か・ボッチャ」は、パラリンピック種目でも

ある「ボッチャ」のルールをアレンジした、オリ

ジナルルールのスポーツ競技。2021年から

毎年１２月に町内大会が開催されています。 

  てるしのワークセンターは、実は2022年と202３年大会で快進撃の２年連続優

勝を果たしているのですが、翌2024年大会では他のチームもめざましく実力を伸

ばし、上位３位へも入賞することがかないませんでした。 

  再起を期した今回、てるしのワークセンターではお昼休憩の時間を利用して、期

日まで毎日のように練習に明け暮れる一同の姿があり、今回の輝かしい結果に結

びついたと思います。 決勝戦と表彰式は２４日にあって、メンバーにとって名誉あ

るクリスマスプレゼントになりました。 
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みんなねっと 

精神障害者家族会全国組織結成60周年 

記念大会があります！ 
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沖縄県に共生社会条例ができて11年、 

条例ができてよかったことや、まだ実現していないこと 

などを調査するため、アンケートを実施します。 

 

【アンケート対象】 

① 障害のある方 

② 障害のある方の家族 

③ 福祉サービス事業所で働いている方 

④ 企業・団体・官公庁等で働いている方 

⑤ 学生の方 

⑥ ①～⑤に該当しない方も対象 

障害のある人もない人も共に暮らしやすい 

社会づくり条例≪共生社会条例≫ 

共生社会条例に関する 
アンケートにご協力ください。 

https://forms.gle/KtWVZ9Y3wUoiMxyN6 

アンケートの回答は 
こちらから 

2025年 12月 1日 

～2026年 2月 15日 

実施期間 

実施主体：沖縄県 生活福祉部障害福祉課 

日程   2026年3月12日(木) 10：00～16：30 

会場   四ッ谷区民ホール（新宿区内藤町87番地／最寄駅：新宿御苑駅） 

開催形式   会場参加およびオンラインでのハイブリッド形式 

定員  会場参加／300名 

※会場参加は先着順となります。定員に達した場合はオンライン参加となりますのでご了承ください 

参加費   500円 

※前払い制になります。お申し込み後に申込完了とお支払いに関するご連絡(メール)をいたします 

※「2024年度全国家族ニーズ調査」に回答いただいた方は本大会にご招待いたします 

主催   全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと） 

申込締切   3月6日(金) 

 

詳細はみんなねっとホームページもご覧ください 

お申込みはこちらから→ 



 
 

九州・沖縄ブロック家族大会ｉｎ佐賀大会をふりかえり 

仲本 政師 
 
１２月１１日（木）から１２日（金）ま

で、「わたしと家族が元気になる」とい

う標語で研修会が佐賀にて行われて、

参加をさせて頂きました。 

１日目は「人は、人を浴びて元気に

なる」と題して、「やきつべの径診療

所」の医師・夏苅郁子さんによる基調

講演がありました。ご自身に精神の疾

病があることやお母さんの精神障害な

ど、体験を通して家族としての関わり方

を解説されていました。 

先生は、長年にわたり両親に対して憎しみを抱いていたそうです。しかし、自分

の疾患やお母さんの病などを公表することで少しづつ許すことができて解放され

たそうです。私が強く印象に残ったことは「相手を許す」「人を憎まない」という言

葉でした。私の周辺にも、若い頃にいじめにあって、その相手を憎み続けている人

のとても多いことを痛感している。自分なりに考えた結論として、相手と「和解」し

て、体験を「語る」ことで少しずつ解放されていくと信じています。 

「民法７３０条」家族（直系・同居の親族）は互いに扶け合わなければならない。

を引用していましたが、当事者の家族としては重荷にもなると感じる。 

また、医療保護入院の廃止や長期入院などの課題、緊急なら短期入院の選択、

認知症患者の精神科病棟移行の増加など問題提起をされる。 

２日目は「あなたの「元気」について語ろう！」と題して８名が登壇し、対談方式

で色々な話を発信しました。印象に残ったこととして、１人の当事者の話で幻聴な

どが軽減され克服した貴重な体験などを聞いて感銘を受けた。その方へは質問も

あり、終了後も数名が歩み寄り対談する場面があった。元気の要因として、歩く

（運動）、食事（栄養）、睡眠を挙げていました。 

次期開催の長崎県連会長のあいさつで閉会しました。 

普段では、歩くことが少なく苦手だけど、滞在中はよく歩いたなと自分でも感心

する。通常の私たちは、歩行する時、元気よく歩き始めるが、段々距離が長くなり、

険しい道のりだと疲れ弱ってくる。そこで、思いを変えて将来と希望を仰ぎみて歩き

続けていきたいですね。今回は九州家族会の方とも直接の面談ができ、お世話に

なった北九州の守谷榮二さんのご遺族にもお会いができてうれしく、旅の安全と

祝福された日々でした。 

最後に弱さを許容できる社会の実現することを願いながら帰路につく。感謝。 

QSK(にぬふぁぶし) 1997 年 9 月 18 日 第三種郵便物承認  通巻 8737 号 2026 年 1 月 15 日 発行  （３） 

(毎月 1.2.3.4.5.6.7 がつく日) 

 



 
 

みんなねっと佐賀大会に参加して 
「わたしと家族が元気になる」 

読谷村家族会 匿名希望 
 

昨年12月11日～12日に開催された佐賀大会に、沖縄県から4名参加させて

いただきました。 

佐賀県では毎年、「元気」をキーワードに「家族が元気になる家族講座」と題

し、家族だけでなく市民グループや福祉事業所、医療機関などの団体会員ととも

に活動し、お互い元気をいただいている取り組みがあることから、今大会のテーマ

「わたしと家族が元気になる」に決定したとのことでした。 
 

初日の夏苅郁子先生の講座では、 

・人を憎まず病を識る 

・聴いてくれる人がいるから話せる語ることが治療になる 

・人生のおもいがけないつまずきから発症する 

・何が本人のストレスになっているのか環境を調整することも必要 

・誰かのために何かをしてあげることができるという可能性が、病の発現を防ぐか

もしれない 

・自分を認めてくれる他者との関わりが何より回復の力となる 

・専門家ではなく誰にでも、できる支援がある 

など図表を見ながらの参考になるお話があり、聴き応えのある内容でした。 
 

2日目は2部が分科会に分かれて、第1分科会が「わたしと家族がげんきになる

対話」。第2分科会が「人生のもしもに備える」でした。 

私は第1分科会に参加し、小グループの話し合いでお互いの情報の共有が出

来て、大変有意義な時間でした。 

参加して学んだことを活かせるように、人を浴びて元気になり、学びながら、私に

できることを模索しながら、会場で歌った唄のように、上を向いて歩いていけるよう

な気持ちになりました。 

参加を勧めてくれた當山会長、そして家族会の皆様、大会実行委員の皆様、あ

りがとう御座いました。感謝いたします。（2026年1月8日） 

  

（４）  QSK(にぬふぁぶし) 1997 年 9 月 18 日 第三種郵便物承認  通巻 8737 号 2026 年 1 月 15 日 発行 

(毎月 1.2.3.4.5.6.7 がつく日) 

 

【寄付金／賛助会員加入のお願い】 
  
沖福連の活動は、みなさまからの賛助会費やご寄付によって支えられております。 
今後とも、あたたかいご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
 

賛助会年会費  個人１口：2千円 ／ 団体・法人１口：1万円 
 

琉球銀行：南風原支店 普通口座229887 
ゆうちょ：02020-0-37037 （加入者名：公益社団法人沖縄県精神保健福祉会連合会） 
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日時 ： ２０２６年２月２８日（土）１０：００～１３：００ 

場所 ： 沖縄県立島尻特別支援学校（体育館＆グラウンド） 

対象者 ： 県内の特別支援学校及び支援学級に在籍する方  

児童支援施設・福祉サービスを利用している方  

障がいの有無に関わらずパラスポーツに興味のある方 

 

主催 ： パラスポーツでちむどんどん実行委員会 

後援 ： 沖縄県 沖縄県教育委員会 沖縄県特別支援学校体育連盟  

沖縄県身体障害者福祉協会 沖縄県精神保健福祉会連合会  

沖縄県ＩＤスポーツ連絡会 

問合せ先 ： ０８０－３１８９－９９４４ 
      （パラどん実行委員ずけらん） 

参加には事前申し
込みが必要です 
右のQRからお申
込みください 



 

編集：公益社団法人 沖縄県精神保健福祉会連合会 

   会長 山田 圭吾 

〒901-1104 

沖縄県島尻郡南風原町字宮平206-1 

電話098-889-4011   

FAX098-888-5655 

E-mail terushino@castle.ocn.ne.jp 

 

発行：九州障害者定期刊行物協会 

   〒812-0068 

   福岡市東区社領1丁目12番4号 

   電話092-753-9722   

FAX092-753-9723 

定価：10円（会費に含まれる） 

◎編 集 後 記◎ 

「てるしのくんのまんが」の絵は、すべて生成AIが

作ってくれている（話自体はぼくが作っている）。 

子どもたちにも届きやすそうなキャラを作り、そ

れで共生社会などをわかりやすいお話として表現し

たい、というアイデアは、やりたい思いとして実は

ずいぶん前からあった。けれども、「絵が描けないか

ら」と諦めていたことのひとつだった。「○○ができ

ないから」と手放していたことでも、技術の力を借

りればどうにかなることがずいぶん増えてきた。 

AIというのはもちろんデジタルなのだけれど、そ

れにしては（それだから？）ときどき表現に独特の

ゆらぎを感じることがある。「なんで突然こんな絵

が？」という画像を出力してくることもある。予測

のつかなさで言うと人間以上の気もして、そういう

AIの気まぐれさ、不完全性も、だいぶ「てるしのく

ん」という作品の持ち味としてにじみ出している感

じがする。彼らはぼくたちと同様、予測不能な世界

に住まう、優しくて不完全な生き物たちだ。（増山） 
 

※作品は、てるしののインスタグラムでも週1程

度で公開しています。沖福連のウェブサイト内に、

インスタで公開した過去作を集めたページもありま

すので、そちらも合わせてよろしくお願いします！ 
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てるしのくんのまんが 
「気づいてるよ」 
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